
　培養した細胞に損傷を与える酵素を一切用いることなく、器材の
温度制御だけで無傷な細胞を回収できる培養皿。器材表面に温度応
答性ポリマー（インテリジェントポリマー）をナノスケールで固
定化することで、37℃で培養された細胞を器材表面から剥がす際、
器材温度を32℃以下の温度にするだけで剥がせる。酵素を用いて
いないため、接着因子と結合因子が損傷されていない高活性な細胞

を回収することができ、密集するまで培養すると、シート状の培養細胞も回収できる。
　回収された培養細胞シートは接着因子を保持しているため、移植の際の縫合が一切不要となり、生体
の移植部位にそのまま速やかに生着するため、高い治療効果が確認されている。また、培養細胞シート
同士を重ねた三次元培養も容易となり、生体内環境の再現が可能となった。
　従来、培養された細胞は接着因子を繰り出し培養器材表面に接着する性質があるため、器材表面から
細胞を剥がすにはトリプシンなどの酵素を用いる必要があったが、酵素により接着因子と細胞同士をつ
なぐ結合因子が分解され、無傷の細胞の回収は非常に困難であった。
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